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奈良・東大寺二月堂のお水取り・修二会は、現在では３月１日より２週間にわたっ

て行われていますが、もとは旧暦の２月１日から行われていたので、二月に修する法

会という意味から「修二会」とよばれるようになったそうです。二月堂の名もこのことに

由来していると言われています。２０２１年に、修二会の最終日の行事を二月堂の内

部から撮影するＮＨＫの番組がありましたので、興味深く見ていました。この日は、全

ての光は洋ろうそくではなく、和ろう

そくが使われていると解説されてい

ました。

和ろうそくの光の輝きや揺らめき

はとてもおもしろいので、その炎をじ

っくりと観察してみましょう。写真

（図１）は、和ろうそくの揺らめく幽
き ん

玄な黄金色の輝きです。静止状

態のような炎（左）と風がないのに

突然笑うかのように大きく揺れ動く

炎（右）が交互に見られます。大き

な炎になると静止状態の炎の大き

さの２～３倍くらいになります。

和ろうそくの魅力

イギリスの化学者・物理学者マイケル・ファラデー（１７９１-１８６７）は、１８６０年

１２月から翌年の１月まで６回のクリスマス講演で、青少年に語りかけました。その講

演を、イギリスの化学者・物理学者で「放射線」を発見したウィリアム・クルックス

（１８３２-１９１９）がまとめた『ロウソクの科学』１）を、皆さんはよくご存じのことと思いま

す。この書の中で、和ろうそくが紹介され、讃えられています。ファラデーは、ろうそく

は“科学の宝庫”であると青少年に伝えていますが、第６回目の講演で和ろうそくを詳

しく紹介しています。当時のわが国は江戸時代の終わり頃でしたので、わが国の文化

や芸術はヨーロッパにもたらされていたことがわかります。

このロウソクは日本から来たもので、おそらく前に申し上げた物質２）からできている

でしょう。この日本のロウソクは、フランスのロウソクに比べて、はるかにりっぱに飾りた

てられています。（中略）このロウソクは驚くべき特性を備えています。すなわち中空

の芯で、この見事な特性は、アルガン３）がランプに採用して価値を高めたものです。

図１．和ろうそくの炎図１．和ろうそくの炎
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図２．パルミチン酸の化学構造図２．パルミチン酸の化学構造

（中略）また、日本渡来の鋳型ロウソクは、イギリス製の鋳型ロウソクに比べて、上の部

分が広い円錐形になっています。

このようにファラデーは、和ろうそくの優れた構造と形の見事さを青少年に紹介して

います。
しん ずい

和ろうそくの芯は和紙を丸めて、その上に灯芯草とよばれるイグサの髄の部分を巻
はぜ しぼり も く ろ う

きます。櫨の実から搾取った木蝋を加熱して熔かしたものを芯の周りにかけ、乾燥さ

せます。この操作を繰り返してろうそくを作ります。木蝋の脂肪酸の組成は、炭素を多

く持つパルミチン酸（ＣＨ３（ＣＨ２）１４ＣＯＯＨ）５７.８％（図２）、ステアリン酸（ＣＨ３（ＣＨ２）１６

ＣＯＯＨ）１０.０％、アラキジン酸（ＣＨ３（ＣＨ２）１８ＣＯＯＨ）５.６％、ベヘン酸（ＣＨ３（ＣＨ２）２０

ＣＯＯＨ）２％、日本酸（Ｃ１９Ｈ３８（ＣＯＯＨ）２）５.７％などと報告されています。４）

ろうそくの芯に点火すると、炎の熱で

周りの蝋が溶け、毛細管現象により

吸い上げられた蝋が炎の熱で気化し

て燃焼する循環でろうそくは燃え続け

ます。中空にある空気が芯に供給さ

れ、炎は時折激しく大きく燃え上がり

ます（図３）。和ろうそくは、中空のな

い洋ろうそくと比べて、炎が大きく、時

折大きく揺らめき、なかなか風流なも

のです。
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図３．和ろうそくの構造図３．和ろうそくの構造
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